



























































































































































































































































































































































































































































































17 感謝の気持ちを伝えよう ・ 周囲の助けを借りたり、日頃からきちんと感謝
の気持ちを伝えたりすることで、周囲と良い関
係を築ける。
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（18）電話対応に関する内容（３名中１名：33％）
　感謝の気持ちを伝えように関する内容を表22に示す。
表22　感謝の気持ちを伝えように関する内容
No スキル名 理　　由
18 電話の対応 ・用件を的確に相手に伝えるスキルを学ぶ大切さ。
２　スキル名と選択理由の割合
　通級による指導ライフスキルで取り上げたスキル名と選択理由の割合を
表23に示す。
表23　スキル名と選択理由の割合
No ス　キ　ル　名 割合（％）
１
２
３
自己理解に関する内容
自分の将来に関する内容
学校行事の過ごし方に関する内容
100
４
５
アドバイスの受け方
心配や緊張したとき
67
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
コミュニケーションに関する内容
感情コントロールに関する内容
自分で生活しように関する内容
パーソナルスペースに関する内容
働くことに関する内容
突然何かが起こった時に関する内容
人ができなくて自分ができたときに関する内容
距離をおかれたときに関する内容
言葉遣いの基本に関する内容
身だしなみに関する内容
使ってはいけない言葉に関する内容
感謝の気持ちを伝えように関する内容
電話対応に関する内容
33
　スキル名、１自己理解に関する内容、２自分の将来に関する内容、３学
校行事の過ごし方に関する内容が、各100％、４アドバイスの受け方、５
心配や緊張したときが、各67％、その他は各33％となっている。
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Ⅳ　考察
　発達障害者の思春期・青年期における支援では、他者を通して自分自身
を意識するという自己意識が乏しい可能性があることが、報告（赤木、
2007）されている。また、職場で働いている自分のイメージ、働き続け
て年齢を重ねるイメージ等が持ちにくく、本人に向いている職業領域につ
いて、本人自身が自覚しにくいという特性を持っている。
　このようなことから、高等学校通常の学級に在籍する発達障害生徒に対
しては、単元等の事前事後学習の中に自己評価を位置付け、生徒の自己理
解を深める支援が求められる。
　梅永（2015）は、日常生活を送るために必要なスキルであるライフス
キルを、人によって生活は異なるため必要なライフスキルも人それぞれに
違ってくるとし、ライフスキルを①身だしなみ、②健康管理、③住まい、
④金銭管理、⑤進路選択、⑥外出、⑦対人関係、⑧余暇、⑨地域参加、⑩
法的な問題、の10項目にまとめている。
　今回のＡ県立Ｂ高等学校通級による指導担当者による、発達障害生徒に
必要となるライフスキルの指導内容と比較すると、①身だしなみに関する
内容（髪型や服装など外見を整えることと、身体を清潔にすることや、相
手や場面、季節などに応じて調整ができる。）、②進路選択に関する内容
（先の見通しを立てて行動するスキル。特に進学や就労に向けて、自分に
合った道を探したり、選んだりすること。）、③対人関係（できる範囲でマ
ナーやルールを身に付け、人間関係で大きなトラブルを起こさないこと。）
が多く挙げられているので、それらの学習内容を中心としたライフスキル
の内容を検討していくことが重要であると考える。
Ⅴ　まとめと今後の課題
　高等学校の通級における指導の担当教員に対し、ライフスキルの授業の
中で必要となる指導項目の検討を行った。その結果、自己理解や、自分の
将来像をイメージする力、人間関係の形成等に関する内容など、将来の就
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労生活において必要となるスキル等が求められることが理解できた。この
ように、高等学校における発達障害生徒への支援では、自立活動に学習内
容を位置付けることの重要性を把握することができた。
　さらに支援の充実を図るためには、自立活動の内容の検討を視野に入れ
た新しい教育課程及び学習内容等の開発や、将来の生活で必要となるスキ
ルを自分自身の将来設計に併せながら十分検討し、系統的及び計画的に獲
得する必要がある。
　具体的には、自分の特性との付き合い方や自分自身に対する援助技術を
習得するための正しい自己理解や、すぐ目の前にある進学や就労生活等を
見据え、人間関係の形成などソフトスキルを中心とした内容を自立活動と
関連付けながら教育課程を検討することが挙げられる。
　その際、自立活動の具体的な指導内容は、各区分各内容項目の中から必
要とする項目を選定し、それらを相互に関連付けて設定することが大切と
なるが、笹森（2009）が、「１つの指導目標を設定したとしても、目標を
達成するためには、指導内容が複数の区分や項目に該当する場合も出てく
る。」と述べているように、複数の区分や項目を組み合わせて具体的な指
導内容を検討することが必要である。
　また、WHOは、具体的にライフスキルを、「日常的に起こる様々な問
題や要求に対して、より建設的にかつ効果的に対処するためのスキル」と
位置付け、各国の学校の教育課程にライフスキルの修得を導入することを
提案している。
　特別支援学校及び高等学校におけるキャリア教育計画の中にも、生活設
計等の学習内容が含まれていることが多くみられるが、現場実習やイン
ターンシップ等の事前事後学習を活用し、本人の自己理解の深まりを見極
めながら、ライフプランの設計について学習するなど、生徒一人一人が、
将来の社会生活を豊かに送ることができるよう、さらに質の高い授業及び
学習内容の検討及び個別の教育支援計画の中に本人のライフプランを支援
する内容を盛り込むこと等を検討する必要がある。また、その際に、現場
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実習先や各関係諸機関からの助言等も併せて、発達障害児童生徒が、安定
した就労生活及びQOLの高い充実した生活を送ることができるための適
切な支援が重要である。
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